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®
「JINRIKI QUICK3」は、2024
年2月20日に制定・公表さ
れた日本産業規格「福祉
用具-車椅子けん引装置」
（JIS T 9273：2024）の規格
に基づいて、福祉用具評
価機関 「一般財団法人
JASPEC」での製品試験を完
了しております。
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車いすの走破性
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®

－世界初の『着脱式』車いすけん引装置－
普段の車いすが

『押す車いすから、引くことで移動がスムーズ』な車いすへ
「JINRIKI®」は車いすにけん引レバーを装着し、人力車のように「前輪を浮かせて引く」ための装置です。
坂道・段差・がれき・降雪等の不整地で車いすを「押して」移動するにはかなりの労力が必要ですが、
「JINRIKI®」なら、テコの原理で前輪を持ち上げる負担が、体重と体全体の力を利用することで前進する負担
が軽くなりスムーズな移動が可能になります。
非常時の緊急避難やアウトドアでも活躍、より安心で、心豊かな暮らしをサポートします。
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車いす利用者の日常的な外出で、長い距離や、坂道、舗装されていない場所で
の介助者の負担はかなりのものです。
介助者の負担を大幅に削減することで、車いす利用者が気軽に外出の介助を頼
みやすくなり、結果的に行動範囲が広がり、日常生活の質向上に繋がります。
特に、積雪時や不整地を通る外出では大きな効果を発揮します。

【日常生活用具給付制度について】
なお、一部の市や町などでは、JINRIKI®を「日常生活用具（移動・移乗支援用具）給付制
度」の補助対象として申請を受理した実績が出始めております。
■申請の流れは、市町村福祉担当に補助申請⇒担当者による必要性の確認・検討
⇒必要性の認定⇒補助の確定 となります。

【TAISコードについて】※TAISコードは、介護保険適用商品かどうかを判断する目安の一つとなります。

JINRIKI® QUICK3のTAISコード：02145-000001 （2024年6月1日から発効）
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小中学校で差別解消の取り組みとして
「JINRIKI」が活用されています

車いす利用児童が、遠足や修学旅行の際にクラスの仲間と一緒に参加

できないという課題解決のために「JINRIKI」が活用されています。

神奈川県や愛知県の小学校で遠足や修学旅行に車いす利用児童が一緒
に参加できるように、クラス全員で「JINRIKI」を使ってサポートするなどの取り
組み事例が報告されています。

車いす利用のクラスメイトと一
緒に修学旅行に行きたいからと
「JINRIKI」貸し出しの要望があり、
デモ機の貸し出しに応じました。

修学旅行はコロナで中止となり
ましたが、心温まるお礼の手紙
をクラス全員からいただきました。

（左は、お手紙から一部を抜粋）
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早い避難は最大の防災対策！

使用事例：2021年10月
和歌山水道橋崩落断水時の給水車から各家庭への飲料水の運搬に利用
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公益財団法人テクノエイド協会
発行の福祉用具シリーズVOL.25
「避難で役立つ 避難用具」の中で、
「車いす付属品」として、

また「導入事例」として掲載されてい
ます。

https://www.techno-
aids.or.jp/research/vol25.pdf

公益財団法人テクノエイド協会
発行の福祉用具シリーズVOL.25
「避難で役立つ 避難用具」の中で、
「車いす付属品」として、

また「導入事例」として掲載されてい
ます。

https://www.techno-
aids.or.jp/research/vol25.pdf

福祉用具シリーズ-避難用具　第3部

28

車椅子を押すのではなく人力車のように前から引くことができるけん引式車椅子補助装置という世界でも
類をみない用具は、東日本大震災で亡くなった人の無念をきっかけに試作機が作られ、翌年秋に三重県で行わ
れた総合避難訓練で成果をあげます。それまでは地域の避難訓練にもかかわらず車椅子使用者は急な坂の上
にある避難所まで逃げることができなかったのですが、試作機を装着した車椅子使用者全員が車椅子を使用し
ない人と同じ速度で避難場所までたどりつくことができました。「私達家族の命の恩人です」「津波が来たら、家
族はおそらく私を置いては逃げられない。だから、その時に、私達の人生はおしまいだと思っていました」と参加
していた方から感謝の声があがりました。

避難用具が普段の生活も助け豊かにする

その後、製品化されたこの用具は、国や自治
体が開催する避難訓練、福祉避難所や福祉・障
害者スポーツイベント、地域行事などで紹介さ
れるようになります。女性や子供でも軽く引く
ことができ、芝生や砂利道、砂浜、雪道なども
苦にせず、段差を楽に越え、走って移動するこ
ともできると驚きとともに伝えられました。そ
して、行政や各地の防災担当者の目にも止ま
り、防災資機材としての備えや市民への無償
貸与など導入する地域も増えています。
避難用具として開発された用具ですが、「災

害時だけでなく普段の移動を円滑にする用
具」として紹介されたことでも大きく導入が広
がりました。それまでは車椅子では移動がで
きず楽しむことができないと諦められていた
各地の観光地やイベントでも導入されるよう
になり、車椅子使用者だけでなく移動に不安
がある人達の力になっています。活動的な車
椅子使用者やその支援団体はこの用具を使っ
てアウトドアを楽しみ、雪山登りに挑戦する様
子をSNSにアップし、活動性が広まることを避
難時の安心とともに伝えています。普段使う
用具として導入が進むことで災害時にも使え
る機会が増えること、使ったことがあるものだ
からこそ緊急時にも安全に確実に使えること
を伝える人が増えてきています。
一部自治体では日常生活用具や特例補装具の申請も可能になりました。厚労省障害保健福祉部企画課自立

支援振興室では自治体からの問い合わせにも応じる用意ができているとのことです。
避難用具の導入には予算がたてづらい・導入が進まないと悩む時、その用具があることでどのような「生活

の質の向上」がはかれるかという視点でも考えてみると良いでしょう。災害は日常の延長にあるという視点で、
個人・施設・地域が備えを強化していくことが安心安全につながっていきます。

導入事例

福祉用具シリーズ-避難用具　第2部
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2. 車椅子付属品
前輪に小さなスキー板を装着する補助用具は、雪上であれば

前輪が埋まらないようにすることで行動範囲を広げることがで
きます。ベビーカー用もありサイズがあえば歩行車にも取り付
けることができます。

けん引式の車椅子装着用具は、U字状に連結できる2本の長
柄を前方から車椅子のレッグサポート部分などに装着すること
で車椅子を人力車のような形状に変える用具です（図3）。取り
付けができる車椅子であれば、長柄の間に入った介助者が前方
部分を腰の位置にあげることで楽に車椅子の前方が上がり、最
適な高さに前輪が浮き上がる設計となっています。径の大きな
駆動輪や主輪だけが接地する状態になるため悪路にはまりにく
くなり、段差も昇降しやすくなります。また、その状態で前方から
けん引する方法は前輪をとられる不安定さもないため、速やか
に搬送することが可能で避難時の搬送用具として注目されてい
ます。
課題として、車椅子に乗る要介護者の身体が後方に傾きバラ

ンスが悪くなることと、状態など安全を確認できないことがあ
げられますが、車椅子に頭部までの支えや安全ベルトを装着し
たり、後方にも介助者をつけて搬送することで対応できます。緊
急時には、複数の介助者がいれば角度の少ない直線階段の昇降
（図4）もできるという利点がありますが、車椅子や用具には負
荷がかかるため破損や安全面への注意は必要です。
避難用具としてだけでなく、散策や山登りなどアウトドアを楽

しんだり、雪道での移動に使うなど車椅子使用者のQOL向上に
普段から役立てている地域も増えています。

図1　新型電動車椅子

5 ㎝

電動車椅子は、従来のものはちょっとした段差や悪路に弱く小
回りも効かないという不利がありましたが、5cmまでの段差を
超え、10度の坂を登り、70cmの回転半径で方向転換ができ、
悪路も走破できるという電動車椅子が国内で開発販売され話
題となりました（図1）。階段昇降まではできず高価なものです
が、介護保険適用にもなっており、一つの選択肢となるかもしれ
ません。
クローラ型の電動車椅子は、畑や山道、砂浜、雪道など悪路を
走破することができ、10cmまでの段差昇降が可能な上に、角度
の低い階段ならば昇降も可能（図2）というたくさんの強みがあ
ります。しかし、非常に高価で国内では導入しているところが少
ないのが実状です。これらが普及しいざという時にも使えるよう
になるためには、避難用具や福祉用具としてだけでなく「新しい
モビリティ」として、車椅子使用者を含む全ての人々が観光やア
ウトドアなどで楽しめる機会を増やしていくという、海外のような
感覚や文化が必要なのかもしれません。一部団体がそのような
社会を目指して活動を始め、今後の展開が注目されています。

図2　クローラ型電動車椅子（階段昇降可能）

図3　けん引式車椅子装着用具

図4　緊急時には階段昇降も可能
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【個別避難計画における現状】

「災害対策基本法」が改正・施行され、「避難行動要支援者の避難行動支援に関する取組指針」の改定・公表を
受けて、市町村が優先度が高いと判断する避難行動要支援者について、概ね5年程度で個別避難計画の作成
に取り組んでいただきたいことや個別避難計画の作成手順などが示された。（令和4年版 防災白書より）

これに伴い、各市区町村で個別避難計画作成に取り組んでいるが、車いす利用者をはじめ関係者からは、実
際に災害が起きた場合に、事前に定めた避難場所への移動が計画通りにできるかを不安視する声もある。

【参考】

あるアンケートでは、事前避難の実効性を高めるための課題として上位に挙がっていた項目は、「住民の理
解や防災意識の向上」「事前避難所の確保」と合わせて、「要配慮者への対応」「避難先への移動手段の確保」
が続いた。

【JINRIKIの活用提案】
車いすけん引装置「JINRIKI」を避難計画策定や避難訓練実施に活用していただくことで、実効性の高い計画の
策定及び訓練の実施、実際の災害時に人的被害を最小限に抑える一助になると考えております。
先ずは、弊社担当者までお問い合せ賜りますよう、ご案内申し上げます。

【水防法における現状】

近年、豪雨や大型台風による甚大な災害が発生しており、今後も気候変動による風水害のさらなる頻発化・激
甚化が懸念されている。国土交通省は、災害時に避難が困難とされる要配慮者が利用する施設について、市町
村を通じて、避難計画の策定及びそれに基づく避難訓練の実施と実施報告を義務付けている。
平成29年、令和3年に水防法及び土砂災害防止法が改正され、要配慮者が利用する施設の所有者または管
理者について、洪水時等の防災体制や訓練に関する事項を定めた「避難確保計画」を作成し、各市町村長に届
け出ることが義務づけられ、併せて、避難確保計画に基づいた避難訓練を、最低年1回実施すること、避難訓練
を実施した場合、その結果を市町村長に報告することが義務化された。

各要配慮者利用施設では、避難計画を策定、避難訓練を実施しているが停電時の車いす利用者の縦方向へ
の移動や、施設外の安全な場所への移動に対して現状の計画で対応できるか、不安視する声もある。
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• NPO法人湘南ウォーターセーフティー協会が藤沢市
との共同事業として取り組んでいます。

・400段の階段がある江の島の頂上に
は、車いす利用者は到達することが
できませんでしたが、かつて登山など
で荷物持ちとして活躍した「強力」に
ちなんで「強力プロジェクト」を発案。
「JINRIKI」を活用し、車いす利用者と
チームで江の島の頂上を目指します。

・平常時には、観光の取り組みとして、
災害時には緊急避難の取り組みとし
て位置付けています。

・ＮＰＯとして人が車いす利用者を運ぶ
仕組みを発案。「あきらめていた」人
たちと共に楽しく挑戦を続けています。
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長野県でのユニバーサルツーリズム事例

2023
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北海道：初山別村、宮城県：仙台市、亘理町、新潟県：新潟市、上越市、妙高市、
長野県：長野県、岡谷市、諏訪市、茅野市、松本市、飯田市、富士見町、下諏
訪町、箕輪町、群馬県：伊勢崎市、栃木県：日光市、東京都：千代田区、杉並区、
葛飾区、板橋区、江戸川区、大田区、渋谷区、八王子市、神奈川県：横浜市、
厚木市、小田原市、大和市、藤沢市、鎌倉市、二宮町、千葉県：浦安市、船橋
市、南房総市、埼玉県：さいたま市、川越市、蕨市、戸田市、坂戸市、鶴ヶ島市、
静岡県：静岡県、小山町、愛知県：名古屋市、蒲郡市、新城市、豊橋市、長久手
市、尾張旭市、稲沢市、田原市、幸田町、武豊町、岐阜県：岐阜市、中津川市、
瑞浪市、飛騨市、美濃加茂市、三重県：三重県、熊野市、志摩市、亀山市、伊
勢市、朝日町、東員町、南伊勢町、大阪府：大阪府、大阪市、堺市、泉佐野市、
枚方市、奈良県：大和郡山市、石川県：小松市、福井県：福井市、越前市、兵庫
県：高砂市、播磨町、広島県：東広島市、岡山県：岡山県、岡山市、島根県：島
根県、徳島県：海陽町、高知県：須崎市、愛媛県：愛媛県、福岡県：福岡市、久
留米市、小郡市、佐賀県：唐津市、長崎県：長崎県、熊本県：熊本市、大分県：
大分市、佐伯市、杵築市、宮崎県：宮崎市、鹿児島県：鹿児島市、姶良市 ほか

※福祉協議会、自治会、消防団等の導入実績を含む

導入実績 （販売店経由での導入もあるため、把握している一部）
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®

装着はワンタッチ！公共施設・避難所など、省スペー
スでの備蓄が可能
（国内車椅子の90％に装着可能）
緊急避難時はもちろん 日常的な外出やアウトドアへ
の用途にも対応 。

消防団・介護施設・観光地・公共交通機関などに備
蓄しておけば車いす利用者を安全に介助できます。
機種によってお取り付けができない場合があります。

●サイズ：
縮めた状態826mm 伸ばした状態1226mm

●重量： 3500ｇ
●取付適応サイズ（車いす幅）

300mm～480mm（パイプ芯寸法）
●材質：取付バーを含む本体はステンレス、

アルミニウム、一部樹脂部品

JINRIKI® QUICK3（ジンリキクイック3）

®

◀動画でご覧いただけます。
https://youtu.be/ozHWEKJkPvs p20Copyright © JINRIKI. All Rights Reserved. 
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®

牽引者がリュックとして背負うことが
できます。

リュックを背負った状態で、内蔵フッ
クを使用し、JINRIKIとジョイントするこ
とができ、両手を離したまま牽引がで
きます。

●サイズ：
幅270mm×高さ100mm×長さ900mm

●重量：700ｇ
●材質：ポリ塩化ビニール

収納用 専用バッグ

®

JINRIKI®QUICK3と

専用バッグのセットです

JINRIKI® QUICK3_専用バッグ付
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JINRIKI® QUICK3_専用バッグ付
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【中央発條株式会社】
創業 1925年3月
資本金 108億37百万円
資本構成 トヨタ自動車24.11％他

自動車用ばね・ケーブル大手メーカー
トヨタ自動車はじめカーメーカー全般
建築用部材、医療福祉機器、鉄道用部品製造

「JINRIKI®QUICK3」は、名古屋鉄道グループの名鉄百貨店が
製造・販売元となり、トヨタ自動車協力企業の中央発條が

OEM先として製造を担います。

JINRIKI®QUICK3

【株式会社名鉄百貨店】
創業 1952年12月
資本金 1億円
資本構成 名古屋鉄道100％

名古屋駅で百貨店営業
不動産業、駐車場事業、外商事業

【商品や販売に関するお問合せ先】 株式会社名鉄百貨店 営業企画室
Tel：052-585-2410 Mail:jinriki@mds.meitetsu.co.jp 担当：諸岡、横井

パンフレット・提案資料はこちらからダウンロードできます JINRIKI 名鉄百貨店 検索
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®

開発者 開発者メッセージ

これまで車いす利用者にとって、災害時
の避難やバリアフリー以外の外出・旅行を
あきらめていた方が少なくありません。
しかし、JINRIKIを使用すればそれが可能
となります。

その影響は車いす利用者のみならず、そ
の家族や友人知人、さらには観光事業者
や公共施設等の受け入れ事業者にとって
も多くのメリットを生み出すことになると
思っています。

特に昨今頻発する大災害においては、す
べての人の素早い避難の有効性が連日メ
ディアでも報道されており、取り残され諦め
ざるをえなかった要配慮者の命を救うこと
になります。
ぜひ、まずは使ってみて実感してください。

兄弟が車いす利用者だったこともあり、幼
少期から車いすの走破性の課題を把握。

会社勤務を経て、長野県上高地のコンサ
ルタントとして、来場者増に向けて、車いす
の走破性向上に可能性を見出していたと
ころ、2011年3月の東日本大震災で、多く
の車いす利用者をはじめとした要配慮者
及び介助者・ご家族が避難できなかった事
実を知り、車いすの走破性向上が命を救う
きっかけになると確信。2年の歳月を経て
「JINRIKI」を開発、商品化に至る。

【プロフィール】
中村 正善
昭和３３年生まれ。

観光庁ユニバーサルツーリ
ズム検討会委員、視覚障害
者文化振興協会理事等を歴
任。日本発明大賞、福祉機
器コンテスト最優秀賞など受
賞多数。
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• 名鉄百貨店８階に設置
• 障害物を乗り越える実体験
• 階段を避難する体験も可能

JINRIKI®QUICK3 展示・体験コーナー

【商品や販売に関するお問合せ先】

株式会社名鉄百貨店 営業企画室

Tel：052-585-2410

Mail:jinriki@mds.meitetsu.co.jp

®

【体験についてのご予約先】

株式会社名鉄百貨店
本店[本館]8階 ギフトサロン

Tel：052-585-2833
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